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新井章吾 1・寺脇利信 2・筒井功 3・吉田忠生 4:ツルアラメのタイプ

標本およびツルアラメとクロメの根の形態形成の比較

Lectotypification of Ecldonia stolon約raOkamura and morphologicaJ comparison on root. 

between E.stolon砕raand E.kurome Okamura (Laminariales， Phaeoph向).Jpn. J. Phycol.(Sorui) 45: ¥5-19. 

Ecklonia stolon俳raOkamura was here lectotypificated by the specimen collected from Noto・Wajima，Ishikawa 

Prefecture on July 25， 19¥2. Okamuca used the specimen for the iIIu抑制onpublished wi白血originaJdescription. It 

is now deposited on出eOk田n町宮collectionin出eherbarium of the Faculty of Science， Hokkaido Unive四ity(SAP).A 

morphologicaJ comparison be何回nEcklonia stolonifera四 dE.kurome Okamura w出 carriedout based on血e皿a胞riaJ

∞lIected in winter at Matsuura City， Nagasaki Prefecture. E.stolon俳rawas very similar in mo中hologyof the leafy 

part to E.kurome. However， c1ear differences we問 foundin the morphogenesis betw田nthe stolon of E.stolonifera回 d

the root of E.kurome百lemam叩 dla阻ralroots of Ecklonia stolon俳rapec自1蹴 Iyformedm胡 yrootlets for at阻cbment

from the ventral side befo陀出eytouched the substratum. The main root was a1most twice as thick田 thelate回]root in 

d加neter.On the other hand， the roots of E.kurome formed many r，∞t1e臼at出etip after由eytouched the subs回 tum.

The root of E.kurome branched dichotomously several times with the same diameter 

Key index words: Ecklonia kurome-Ecklonia sto¥onifera-Laminariales-morphogenesis-Iectotype-Phaeophyta--root-

rootlet-stolon. 
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ツルアラメのタイプ標本 さ13cm，幅4cmで，縁辺から3枚ずつの側葉がでてお

ツルアラメ Eckloniastolonifera Okarnura は“Onthe り，大きい側葉は長さ 3cmである。茎は長さ 7cmで，

Marine Algae of Chosen" (Okarnura 1913) において記 基部からは最大7cmの旬勾する根が数本でていて，そ

載された。採集地としてHanseiho(Chosen)， Zetsuyeト の末端から最大4cmの新芽 (sh∞1)が生長している。

to near Fusan (0.)， Strait of Hirado (Prov.Hizen， 0.)， 

Wajima (Prov. Noto， 0.)， Nou (Prov. Yechigo)， Awomori 

(Higashi)が記録されている。現在， Okamura Collection 

(SAP)には，関係ある標本として，能登輪島，平戸海

峡，韓国絶影島からのものが保管されている。原記載

のときの図版6の第1，3図は輪島の標本，第2図は絶

影島の標本に基づいて描かれたものである。この中か

らタイプ標本を選定することが必要であり，第 l図の

もとになったものを選定タイプ標本とするのが妥当で

ある。この標本 (Fig.1)は 1912年7月25日に能登輪

島で岡村が水深 11・15尋の石に生育していたのを採集

させたものである。比較的小型の藻体で，禁状昔日は長

ツルアラメとクロメの根の形態形成の比較

岡村(1936) は，ツルアラメ Eckloniastoloniferaの

輪生する根が飼旬して先端に新芽 (shoot)を生ずる点

を，根が輪生するが新芽を先端に生じないカジメ

E.cava KjelImanおよびクロメ E.kuromeOkarnuraとの

区別点とした。青森県のツルアラメでは旬旬根がよく

発達して多数の新芽が形成される (Notoyaand Aruga 

1990)が，ツルアラメとクロメが分布する新潟県から

長崎県では，ツルアラメ群落内に生育していても旬旬

根の発達が不十分で新芽が認められない藻体がある。

そのため，生態調査などの際の多数の試料の中には，
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17.9cmその1陥は 11.2cmと11.1cmでツルアラメが長く，

第一次似1I業の長さは 19.5cmと27.0cmそのl隔は6.2cmと

9.7cmでツルアラメがーIE[Iり小型で、あった (Tab1巴1)。

今回調査された長崎県松ifliにおいては，種内での形態

変異のl阿が広いとされるクロメ (岡村 1936，川11!島

1989， TsulS山ela1. 1996)とツルアラメは，かなり類

似した輪郭の業;犬者11を有していることが分かった。そ

静 こで，nlfJ極を区別する重要な形態形質としてのツルア

1 ラメの flìl旬H~ とクロメの根について，よ り詳細な観察
を行った。その結果，ツルアラメの旬旬根ではま っす

ぐに仰長する主根 (mainroot)とそれから分岐する主

級より創11い1t!1川l (latera1 1'001)が区別される場合が多

く，主根の先端に栄養繁殖による新芽が発達していた

(Fig.4)。さらに，主根や'jl!ll根が基質に接触する以前

に， それらの!1i1而の所々から基質に向かつて刻11根

ト (1∞州 州 lの削犬にイl限する点が特徴的であった。

..・‘' ・・‘・・・‘

Fig. 1. Lcctotype specimcn of ι'cklonu， slO/onirera Okamura. NolO 
Wajil1la， Ishikawa PrcfectUl丸 July25， 1912 (SAP herb. Okamllra)/ 

どちらの稜に同定すべきか決めかねる務体がしばしば

含まれている。

著者らは， I司一湾内にツルアラメ(湾奥部)とクロ

メ(湾口音11)の阿群落が認められる長崎県松浦市のj也

先 (Fig.2)において，両極の根の発iさがlliFんな冬季の

1991 :flニl月31EI-2月1EIに，スキューパダイビング

によ って椴が損傷しないよう に注意して試料を採集し

た。採集地点における両極の代表的な形態を示す 10試

来|ずつを選び，筒井大野 (1992)に準拠して藻体の

各部を測定した。特に，発達中のツルアラメの11iJ旬根

( s l o l on ) およびク ロ メのtl~ (roOl)の分岐点の基音1¥側と

先端仰11の根の長径を測定するとともに，特徴的な発途

段階の試)fjlを選んで観察した。

この海主主のツルアラメとクロメにおいては，ツルア

ラメの方が第一次官!II楽に1A歯が多い点を除き，禁状昔日

の輪郭及び業而の鍛の形態が類似 していた (Fig.3)。

ツルアラメとクロメの藻体の長さは平均値51.5cmと

56.0cmでツルアラメがやや短く ，茎長は 9.7cmと

15.8cmでツルアラメが短く ，中央業の長さは35.3CI11と

また， 主H~や側線の先端では， ク ロメと同J僚に根が基

。j
Fig. 2. Map showing study引teon EckJonia at Matsuura Ciry， Nagasaki 

PrcfCCllI問会、 E.stolonifera:* ， E.kurome 
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Fig. 3. Morphology of Eck10nia stolonilcra(Lefl) and E.kurome{Righl) collCCled al Malsuura City in winler. 

質に接触した後に細根がや11長した。一方，クロメの線

では根径がほぼ同程度の太さで叉状分l岐を繰り返しつ

つ次第に細くなり，根の先端が主主質に接触した後に制11

線が伸長した。クロメでは視の途中から細根が引11長す

ることはなかった。

次に，ツルアラメとクロメの分岐点の基音Ilil!lJと先端

側の根の直径を測定した (Table2)。ツルアラメでは主

根の分岐点の器部制IJと先端側の恨の直径の比は 0.9で

ほぼ同じ太さであったが，主根の分岐点の基部il!lJとil!IJ

i恨の根の直径の比は0.5で，il!IJ根は主根の直径の半分

の太さであった。クロメの線では分岐点の器削lil1lJと先

端側左右の線の直径の比はそれぞれ0.8と0.7で， 先端

IT!IJ左右の根径は同程度の太さであり，基部側の棟径に

較べて 20- 30%紛lくなっていた。

これらのことから，ツルアラメの根が旬旬して新芽

を生ずる点を，根の先端に新芽を生じないカジメおよ

びクロメとの区別点とした岡村 (1936)の匁|見に加え

て，ツルアラメのf初旬様では主根と側根が区別され，

それらの先端が基質に接触する以前から根の腹而の

所々に紺l根が櫛の歯状に伸長する形態形成の特徴が，

叉状分岐する根の先端が基質に接触してから綱根が伸

長するクロメとは異なっていることが明らかになっ

す、，。

なお，この海域産のツルアラメの l年未満と恩われ

る若い側体は，成体に較べて側業の発達が十分でなく

(Fig.5)，筒井 ・大野(1992)が和歌山県白浜のタイプ

Tablc I九IcasurmcnL，，(mcan土ぉtandardcrror) of Ecklnllia 

stronifcra and E. kurolllc collcctcd at Matuura City 

E. stoJollifcra E. kurolllc 

Plant 

Lcngt(仁川) 51.5土5.61 56.0土8.01

Stipe 

Diamctc(cm) No data 1.0土0.05

Lcngth(cm) 9.7 :t 2.56 15.8 :t 5.7~ 

Ccntral lamina 

Lcngth(cm) 35.3 :t 12.18 17.9 土 5 .~ 1 

Width(cm) 11.2:t2.87 1 1.1土uo
Primary pinnac 

Lcngth(cm) 19.5 :t2.11 27.0土3.98

Width(cm) 6.2 :t0.56 9.7 :t 3.27 

Numbcr 16.2 :t ~.58 12.6 :t 1.62 
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Fig.4. Mo中hogenesisof stolon of Ecklonia stolonifera(S) and root of E.kurome(K). -・圃圃圃圃・・・・
S-1 and K-1， start of deve10pment; S-2-3 and K-2-3， elongati叩阻dbranching; S-4， fonnation of rootlets from the ventral side of a sto10n; 

S-5， development of a shoot at the tip of a stolon; K-4， dichotomous branching on the tips of root. K-5， fonnation of rootlets from the tips of a 

root after touching the substratum. A -C， measurement points 

標本の産地(吉田・寺脇 1990)のクロメについて観察

した結巣と同様であった。

今後，葉状部の観察に加えて，特に，根の形態形成

の観察を重視することにより，両種の特徴の把握と試

料の区別がますます容易になることが期待される。著

者らは，これからも，ツルアラメをはじめとするコン

ブ類やホンダワラ類を含め，根からの新芽で個体群を

維持する能力を有する大型海藻種の形態形成と繁殖戦

略などの生態との関係の把握に努力したいと考えてい

る。
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Tablc 2. Comparison of ratio(i::はandardcrror) in d阻mctcr

at each portion of stolon(Ecklonia st%ni[cra) and root 

(E. kuromc)ー

B/A 

C/A 

E. stoloni{cra 

0.9 i::O.07 

0.5 ::1::0.10 

E. kurornc 

0.8土0.09

0.7 ::1::0.07 

E.stoloni[cra : A. diamctcr of main root at thc basc別dcof 

branching point; B. diamctcr of main root at thc tip sidc of 

branching point; C. diamctcr of latcral root at thc tip日dcof 

branching point. E.kuromc : A. diamctcr of root at thc basc 

side of branching point; B and C. diamctcr of root at thc tip 

剖dcof branchiog point. A. B and C arc shown in FigA. 

本稿へのご助言をいただいた高知大学海洋生物教育

研究センターの大野正夫博士および英文の校関を通じ

ての有益なご助言を下さった Dr.Cri tchley.A. T.， 

Univresity of the Witwatersrand， South Africaに謝意を表

する。
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